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銀行システムの変遷

目的
・省力化

・事務効率化

・合理化

・顧客ｻｰﾋﾞｽ強化

・金融自由化対応

・管理情報等の強化

・対顧客ﾈｯﾄﾜｰｸ充実

・商品/チャネル対応

・新規制対応

・顧客対応

・統合/再編対応

1965～（昭40代） 1975～（昭50代） 1985～（昭60代） 1995～

第1次オンライン 第2次オンライン 第3次オンライン ポスト3次

背景

特色

業界

IT

・単科目処理

－元帳ｵﾝﾗｲﾝ化

－自動振替ｾﾝﾀｰ

集中化

・主要科目連動処理

－総合口座

・銀行間CDｵﾝﾗｲﾝ提携

・勘定系再構築

－全科目統合ｵﾝﾗｲﾝ

・情報系/資金証券系/国際系

対外接続系の整備 と結合

・高度成長

・預金吸収の必要性

・店舗/口座急増

・石油ショック

・安定成長

・顧客獲得/メイン化

・円高不況～平成景気

・自由化（国際化・証券化）

・通信回線開放/技術進歩/PC

・ポストバブル

・金融ビッグバン

・インターネット

・新チャネル対応

・目的別システム

・ｼｽﾃﾑ統合/共同化

（６５）預金オンライン開始 （７７）ATM設置 （８８）日銀ネット開始 （０１）日銀RTGS

（７１）オンラインCD設置 （８０）業態間CDｵﾝ提携（SICS他） （９０）MICS開始

（７３） 全銀システム開始 （８１）SWIFT稼動 他業態ATM開放

（８３）企業・銀行間ｵﾝ接続

（８４）都銀ｵﾝ提携開始（BANCS）

■ 技術の進歩により、銀行システムも進化を遂げてきている。
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年金・信託

信託元帳

りそなシステムの概要

■ 決済系機関としての社会インフラ

■ 金融情報システムに関する法令の順守

■ 顧客情報等へのアクセス権限の厳格化

■ 顧客元帳等の重要データ２重化、隔地保管

安全性・信頼性

サービスの多様化・高度化

大量処理・高速処理

金融機関のシステムに求められているもの

■ 口座振替処理等、短期間での大量処理

■ 処理の並列化・分散化

■ 全口座に対する決算処理（利息計算）

■ 大量処理・高速処理を支えるプログラム

■ サービス時間延長、お客さまとの接点拡大

■ インターネットバンキング、コンビニATM

■ 新商品 / 新サービスや商品性見直しへの対応

■ 金融工学等を反映したシステムの高度化

■ 最新技術を取り入れたシステムの効率化

■ 障害時の影響回避、抑止

■ 勘定系システム等の災対システム構築／維持
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RB SR KO

ATM 約２，３００台 約１，４００台 約５００台

営業店端末 約５，０００台 約１，８００台 約１，３００台

バンクタイムＡＴＭ 約３，８００台

ANSER

共同CMS

コンビニATM

統合ＡＴＭ

ＣＡＦＩＳ

自動機制御
システム

全銀全銀ＲＣ

ＫＯ元帳 識別子:4 

ＳＲ元帳 識別子:2 

ＲＢ元帳 識別子:1 
ＥＢ

コールセン
ター（電話)

インター
ネット

連携データベース
対外接続
システム

ホストコンピュータホストコンピュータ

コミュニケーション
ハブ

リモート

チャネル

コンビニ
制御システム

市場系等

情報系 勘定系ﾃﾞｰﾀ

営業店端末
制御システム

バンクタイム
制御システム

バンクタイム
ATM

ATM UBTATM UBTUBTATM
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6

新たな営業スタイルの確立



新たな営業スタイルの確立
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□ 連携ＤＢによりチャネル間を有機的に結合し、お客さまの取引を一元管理

□ お客さまの待ち時間０、締上げ事務簡素化（実質０）により１７時まで営業を支援

コミュニケーション端末クイックナビＡＴＭ 営業店端末ロビー入金機

コミュニケーションハブ

勘定系システム

ＣＲＭ
システム

投信窓販
システム

連携ＤＢ

お客さま番号
自動機ＡＰ 営業店ＡＰ

お客さま番号 お客さま番号 投資信託購入お客さま情報



グループ内振込24時間化
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休日夜間の区別なく即時入金

即時入金

当社
グループ内

他社

グループ内即時振込利用可能時間

8:30 15:00 17:00

24時間
振込可能

□ グループ内の振込は24時間いつでも即時入金

□ 平日日中に限られていた資金決済が休日・夜間へ拡大、お客さまのビジネスチャンス拡大

休日もB to C 決済が可能に

窓口営業時間

窓口営業時間

インターネット

9:00

ＡＴＭ

0:00 0:00



自動機CRM①キャンペーンカード

□ お客さまのＡＴＭご利用時に、自動機ＣＲＭの機能を活用しキャンペーンカードを発行

□ お会いしたいお客さまの来店誘致を促進、営業機会・接点の拡大を志向

【ＡＴＭキャンペーンカード例】ATMコーナー

①お取引
(ｷｬｯｼｭｶｰﾄﾞ/通帳等)

窓口

②来店を促す
ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝｶｰﾄﾞ発行

③ご来店

自動機ＣＲＭ

キャンペーンカードによる店頭誘致
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自動機CRM②セールス・情報提供

□ お客さまのＡＴＭご利用時の待ち時間に、自動機ＣＲＭと連携しお客さま毎の画面を表示

□ 個々のお客さまにあわせて情報提供・カードローンのご案内等個別プロモーションを実施

□ カードローンのお申し込みもその場のＡＴＭ操作で完結

広告・情報提供機能

待受画面

お取引時

ＡＴＭカードローン

10



MCIFとCRMのデータベース統合
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□ 大規模分析系データベースをオンライン業務と共用する他に例のないプロジェクト

□ 統合による効率化と、データの鮮度向上によるマーケティング高度化を同時に実現

統合データベース
（ｵﾝﾗｲﾝ業務統合でデータ鮮度向上）

ＭＣＩＦ
（ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ分析）

法人ＣＲＭ 個人ＣＲＭ 自動機ＣＲＭ
テレフォン
バンキング

ＭＣＩＦ ＣＲＭ

分析業務 ｵﾝﾗｲﾝ業務

統合

インターネット
バンキング

ＡＴＭ
（お客さま） ｺｰﾙｾﾝﾀｰ

ＰＣ・ﾓﾊﾞｲﾙ
（お客さま）

電話
（お客さま）

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
端末

社内情報
端末

渉外用
ﾀﾌﾞﾚｯﾄ

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
分析

お客さま情報・セールス／マーケティング情報をチャネルをまたがり共有



ＭＣＩＦとＣＲＭのデータベース統合
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http://news.mynavi.jp/news/2014/10/24/274/

出典：日本TERADATA社 導入事例紹介（左）、2014年10月24日付 マイナビニュース（右）



邦銀初の信託代理店での即日支払
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□ グループ内約６００の営業店にて信託即日取扱が可能

あなたの思いやりを「感謝と安心」に変えて、
大切な人に届けます

お孫さんの「夢のあとおし」をお手伝い

不安を安心に変える資産管理機能をご提供

ＳＲ・ＫＯでも即時手続可能な信託サービス

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2010/3期 2011/3期 2012/3期 2013/3期 2014/3期

（件） きょういく信託

自社株承継信託

資産承継信託

遺言信託+遺産整理

13,000

1,934 2,053
2,545

3,115

13,723

きょういく信託 （2013年4月販売開始）

・2013/4～2015/1月 受託実績 約１万５千件
受託金額 約９１０億円

結婚・子育て支援信託（2015年4月取扱開始）

 祖父母さま等からお孫さま等の結婚・子育て資金に

承継信託機能活用件数の推移
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サービス利用時のセキュリティ対策

セキュリティ対策（個人）

セキュリティ対策（法人）

■ セキュリティ対策は喫緊の重要課題である。

■ 想定し得るサイバー攻撃からお客さまの安全を確保する手段を順次実施している。

なりすまし防止対策 フィッシング対策

■ ワンタイムパスワード【ハードウェアトークン】

■ ワンタイムパスワード【ソフトウェアトークン】

■ ご利用カード※1

■ リスクベース認証

■ ウイルス対策ソフト（SaAT Netizen）※2

■ 秘密の画像・秘密の質問

■ クラウド型ウイルスチェック

※1：振込利用者限定で発行
※2：ソフト無償提供

■ ワンタイムパスワード【ハードウェアトークン】

■ ワンタイムパスワード【ソフトウェアトークン】

■ 電子証明書

■ ウイルス対策ソフト（SaAT Netizen）※2

■ クラウド型ウイルスチェック

フィッシング対策なりすまし防止対策

個人IBハードウェアトークン ソフトウェアトークン

法人IBハードウェアトークン ウイルス対策ソフト【SaAT Netizen】

15

秘密の画像・質問

※2：ソフト無償提供



Resona-CSIRTの設置

CSIRT概略図

傘下銀行
システム部門

24時間365日監視
インシデント検知時
の連絡

SOC
セキュリティオペレーションセンター

アウトソーサー

脆弱性、
脅威情報
等の共有

NISC (内閣官房セキュリティセンター)

警視庁サイバーテロ対策協議会

日本シーサート協議会

金融ISAC

他金融機関全銀協 等
社内各部署

セキュリティ専門家

□高度化・巧妙化しているサイバー攻撃やセキュリティインシデントに対して早期に
解決するための組織として、Resona-CSIRTを設置

□ 関係機関との連携を図るとともに、セキュリティ専門家を含めた態勢を整備

インシデント
検知時の
復旧対応

インシデント
検知時の
お客さま対応

脆弱性情報の早期入手
当社影響有無の早期判定

緊急時対応支援

Resona-CSIRT
（IT企画部）
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システムセンター

東で障害発生

商業系メイン信託系メイン

商業系バックアップ

東西
■ センタ－内機器

■ センター外観

西で障害発生

商業系メイン信託系メイン

信託系バックアップ

東西

システムセンターの東西バックアップ体制 バックアップシステムにて準備している業務

決済取引の維持

金融ネットワークの維持

営業店・本社機能の確保

■ 預金・為替・融資

■ 営業店端末・ATM・IB・EB

■ 全銀・日銀・他社ATM接続

■ SWIFT接続

■ 社内イントラネット 他

■ ホームページ

信託系
メインシステム

信託系
バックアップシステム

商業系
バックアップシステム

西
商業系

メインシステム

東

相互
バックアップ

17

□ 関東・関西にシステムセンターを設けており、相互にバックアップ体制を構築

□ 非常事態発生時にもシステム早期復旧可能
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□ システム更改・機器更改時等に最新技術を活用

□ 「システムの安全性を確保」しながら「コスト削減」と「新機能追加」を実現

①メインフレーム更改
論理分割、ハブ＆スポーク構成 最新OS ZOS2.1への更改

グループ為替オンライン化 土曜ATM稼働時間延長

②情報システム スマート化
DRF利用によるDATA-HUB構築、マイグレーション技術の導入

③MCIF・CRM統合
取引型と分析型のＤＢ統合

⑧APサーバ群
仮想化、サーバ集約、Linux化

⑩統合NW更改
仮想化、ネットワーク機器集約

④RⅡネット端末更改
最新ＯＳ Win8への更改と仮想化技術の活用

⑤IPC基盤
仮想化技術によりプライベートクラウドを構築

⑨開発ツールの活用
らくらくフレームワーク・イントラマート等

⑥印鑑レス・伝票レスを実現する端末基盤
生体認証、事務ナビゲーションの活用

⑦タブレット端末等の活用
セキュアブラウザ、シンクライアント端末の活用

対外接続

コミュニケーションハブ

チャネル等

（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ）

自動機

制御

メインフレーム

UBT

ATM

ＲⅡﾈｯﾄ基盤

データハブ

営業店端末

制御

勘定系ホスト

ＫＯ元帳 識別子：４

ＳＲ元帳 識別子：２

ＲＢ元帳 識別子：１

･･･

お客さま環境

統合NW

RⅡ

①

②

⑧

⑩

④

本部業務

RICIS 等

IPC基盤 ⑤

⑥

⑨

PC 携帯 スマホ・タブレット⑦

社内環境

④

ＣＲＭ

経営管理

日計計算

③

タブレット
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最新技術への取組状況

年金・信託



400

500

600

700

800

900

1000

IT資産の売却をはじめ

とするコスト削減策を

実施し、大幅にコストを

圧縮
継続的なコスト削減策の実施

ＩＴコストの大幅削減

□ 2003年度からの１２年間でグループシステムコストは半減（▲４６％）
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【単位：億円】 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

グループ合計 931 647 646 657 674 669 645 598 562 533 513 500
（着地見込）



りそなグループ

アウトソーサー

ＮＴＴデータ 日本IBM

NTTデータ
ソフィア

Ｄ＆Ｉ

ＩＴ企画
（中長期ＩＴ戦略、ガバナンス）

システムリスク管理
（リスク管理・セキュリティ）

プロジェクト推進・管理
（ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽ分析、所管部ｻﾎﾟｰﾄ）

アウトソーサー管理
（アウトソーサー統括／評価）

インフラ企画
（基盤構築方針、評価）

業務管理
（契約・精算）

ＨＤ

５％出資 ５％出資

りそなＨＤ

埼玉りそな 近畿大阪りそな

マルチアウトソーシングによるシステム運営体制を構築

資本関係 業務内容

りそなシステムの概要

開発・運用・保守
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りそなシステムの特徴と優位性①

論理分割方式

22

□ 銀行識別子を保有し、グループ内の取引を単一システム内で完結

□ 銀行を意識することのないサービス・取引を実現し、お客さまへ利便性の高い
サービスを提供

物理分割方式 論理分割方式

りそな用
システム

ＲＢ用元帳

埼玉りそな用
システム

近畿大阪用
システム

ＫＯ用元帳

りそな銀行 埼玉りそな銀行 近畿大阪銀行

ＡＴＭ端末
ＡＴＭ端末 ＡＴＭ端末

ＳＲ用元帳

コミュニケーションハブ

ＲＢ用ＰＧＭ ＫＯ用ＰＧＭＳＲ用ＰＧＭ

りそな銀行 埼玉りそな銀行 近畿大阪銀行

ＡＴＭ端末
ＡＴＭ端末 ＡＴＭ端末

コミュニケーションハブ

共通ＰＧＭ

ＫＯ元帳

ＳＲ元帳

ＲＢ元帳

・銀行間取引の
制約を排除

・新しいサービス
を早期に提供



統合ＡＴＭ

（対外接続）
ＡＴＭ

営業店端末コンビニ

りそなシステムの特徴と優位性②

勘定系

ＡＴＭ

営業店端末

コンビニ

勘定系

コミュニケーション

ハブ

新サービス

（アライアンス等）

□ ハブ＆スポーク型アーキテクチャの採用により高い柔軟性と拡張性を実現

□ お客さまへの新サービスの提供、戦略的なアライアンスを早期に実現可能

連携ＤＢ

連携ＤＢ

ハブ＆スポーク型勘定系システム直結

統合ＡＴＭ

（対外接続）
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メインフレーム更改

24

□ ＩＢＭの最新ＯＳを採用

・日本の金融機関として初のチャレンジにより、国内最新基盤を実装

・約３０億円のコスト削減をあわせて実現

□ ２４時間３６５日稼働をはじめ、更なるサービス改革を推進する基盤を確立

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013   2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

現行

一般的な

更改計画

（段階移行）

りそなの
更改計画

2007/09 2009/09 2014/03 2015/06

標準

標準保守

延長保守

延長保守

日本向け特別延長保守

日本向け特別延長保守

2008/09 2011/09 2013/09

標準保守 延長保守

現行
zOS/1.6

後継
zOS/1.10

次期
zOS/2.1

2013/09

特別延長
IBM基盤ｿﾌﾄ間の
互換性有り

IBM基盤ｿﾌﾄ間の
互換性有り

zOS1.10

zOS2.1

zOS2.1

zOS1.6

★前回更改



メインフレーム更改
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出典：日本IBM社 導入事例紹介



情報システムスマート化

26

□ 利用実態に応じ低利用資産の統廃合・最適配置等の情報のリストラクチャリングを実施

□ メインフレームからオープン系に全面的に移行し、大幅なコスト削減を実現

ＣＲＭ ＭＣＩＦ

顧客情報 顧客情報

情報の最適配置

更
改
前

日計決算

日計決算

低利用ＩＴ資産の統廃合
（PGM▲55%、DB▲44%）

情報系（メインフレーム）

基幹ＤＢ（ＤＢ２）
各システム

CRM・ＭＣＩＦ

顧客情報

勘定系

元帳

顧客情報
日計決算経営情報

事務量

勘定系

元帳

事務量分析 各システム

メインフレームの廃止

経営管理

データハブ

DRF

Snap Shot

ＤＲＦ：Database Recovery Facility
勘定系ＤＢ障害時等にＤＢを
一定時点の状態に復元する
ソフトウェア

ＤＢ更
改
後

経営情報



情報システムスマート化

出典：日本マイクロソフト社 事例紹介
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情報システムスマート化

28http://www.nttdata.com/jp/ja/news/services_info/2014/2014122201.html

出典：2014年12月22日付 NTTデータ社 ホームページ



情報システムスマート化
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出典：システムコンサルタント社 事例紹介

http://www.ksc.co.jp/case/spnet/case_resona.html



インターナルプライベートクラウド

□ 仮想化技術によるサーバー統合、従量課金制のプライベートクラウドを他社に先駆け導入

□ ５年間で約１１億円の大幅コスト削減を実現（投資ベース）

30



３世代ジャンプアップ 仮想アプリケーション方式の採用

ＲⅡネットのジャンプアップ更改

31

IE10 office2013

IE6

RⅡ
アプリ

Office2003

ユーザ
マクロ

Windows８

リリース サポート終了

Windows XP 2001年10月 2014年4月

Windows Vista 2006年11月 2017年4月

Windows 7 2009年9月 2020年1月

Windows 8 2012年8月 2023年1月

□ マイクロソフト社と連携し、実質３か月で３万台の社内PCを３世代ジャンプアップ移行
（国内最大規模）

□ 米国ＶＭｗａｒｅ社と共同で「世界初のＷｉｎｄｏｗｓ８用の仮想化ソフトウェア」を開発し、移行
期間・コストの削減と、移行リスクの極小化を実現

移行方式
・Ｗｉｎ８用仮想化SWを活用、業務アプリケ

ーションをカプセル化
・セキュリティ対策ソフトはMS標準を利用

効果

・移行期間の短縮・移行コストを削減
・移行リスクを極小化
・専用対策ソフト廃止によるコスト削減



ＲⅡネットOSジャンプアップ更改

32
http://news.microsoft.com/2014/04/02/resona-holdings-migrates-30000-group-client-terminals-from-
existing-windows-xp-devices-to-windows-8/

出典：2014年4月2日付 マイクロソフト社 News Center 



端末種類 利用層
台数

（グループ計）
端末イメージ 特徴

渉外担当者用

タブレット端末

社員

（個人営業）
3,000

・渉外担当者の営業推進ツールとして活用

・お客さま情報をリアルタイムに共有、各種

提案・コンサルツール等を具備

役員用

タブレット端末
経営層 65

・ＢＣＰ対応のため役員へ配付

（いつでもどこからでも使える端末）

・場所・時間等に捉われない対応を実現

年金営業用

タブレット端末

社員

（年金営業）
10

・年金営業担当者の営業ツールとして活用

・パンフレットや提案書等を電子化し共有

・場所・時間等に捉われない業務運営を実現

営業店監査用

シンクライアント
監査部門 55

・営業店監査を実施する際に利用するため

の携帯端末としてシンクライアントにて構築

・本社内での利用と同様の機能を利用可能

□ 渉外担当者用タブレット端末は、３，０００台を展開（2015年度中）
□ 役員用タブレット端末は、ＢＣＰ等の観点で、全役員へ展開済

タブレット端末等の活用
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オムニチャネル戦略
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本資料中の、将来に関する記述（将来情報）は、次のような要因により重要な変動を受ける可能性があります。
即ち、本邦における株価水準の変動、政府の方針、法令、実務慣行及び解釈に係る展開及び変更、新たな
企業倒産の発生、日本および海外の経済環境の変動、並びにりそなグループのコントロールの及ばない要
因等が考えられます。
本資料に記載された将来情報は、将来の業績その他の動向について保証するものではなく、また実際の結
果と比べて違いが生じる可能性があることにご留意下さい。
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